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広島国際大学大学院 実践臨床心理学専攻主催 

国際シンポジウム 

「戦争とテロリズム、心理療法」 

 
 
 

 

ニューヨーク市立大学教授のストロジャー博士は、歴史学者であると同時に精神分析

臨床家でもあり、個人や歴史の中のトラウマを研究してきました。本学 一丸藤太郎教授

は、日本の心理療法を牽引してきた臨床家で、原爆被害者に対する調査も行ったトラウ

マ研究の第一人者です。今回「戦争やテロリズム」が人の心に残す長期的・短期的影響

と、それに対する心理療法について、日米のトラウマ研究の第一人者たちによるシンポ

ジウムを開催します。 

なお、日程につきましては以下のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
添付文書 ポスター 

以 上 
 
 

 
 
 
発信枚数：本書含め２枚 

広島国際大学 広島学務課内 実践臨床心理学専攻事務室 までお願いいたします。 

ＴＥＬ：０８２－２１１－５１０１ 
上記リリースに関する資料は http://www.hirokoku-u.ac.jp/に UP されております。 

この件に関するお問い合わせ先 

◎ 日   時：２０１１年６月１９日（日） １３：００～１７：００ 
◎ 場  所：広島国際大学 広島キャンパス ３階 ３００教室 

（〒７３０－００１６ 広島市中区幟町１－５） 
◎ 演題・講師：・「戦争とテロリズム、心理療法」 
        チャールズ B．ストロジャー博士 

・「ヒロシマ原爆被爆者はどのように生き延びたのか」 
一丸 藤太郎（本学 実践臨床心理学専攻 教授） 

◎ 対 象 者：一般、学生、臨床心理士 
◎ 定  員：１８０名 先着順

◎ 受 講 料：無 料    



受付

開会の挨拶　実践臨床心理学専攻長　海塚　敏郎

講演「戦争とテロリズム、心理療法」 
Charles B. Strozier, Ph.D.

休　憩

講演「ヒロシマ原爆被爆者はどのように生き延びたのか」
一丸　藤太郎

パネルディスカッション　司会　富樫　公一
■Charles B. Strozier, Ph.D. （通訳：葛西　真記子　鳴門教育大学）
■一丸　藤太郎

■ チャールズB. ストロジャー博士
　ニューヨーク市立大学歴史学教授、ニューヨーク市立大学ジョン・ジェイ校テ
ロリズム研究所所長、TRISP自己心理学研究所（ニューヨーク）教授、ニューヨー
ク市精神分析家免許・開業臨床精神分析家。博士は二つの顔を持つ。一つは、歴
史家（特に近代の戦争やトラウマに関する歴史）であり、一つは精神分析家（精
神分析的自己心理学）である。博士の持ち味は二つの専門領域にまたがって複合
的な考え方で、人の心や戦争、歴史、トラウマをとらえることにある。博士は、
「Heinz Kohut:The Making of a Psychoanalyst」(2001)という著作で、ゲー
テ賞を受賞され、同書はまたピューリッツァ賞にもノミネートされた。

■ 一丸　藤太郎　広島国際大学実践臨床心理学専攻教授
　広島大学教育学部教授・神戸松蔭女子学院大学を経て、現職。博士（心理学）・
臨床心理士。W.A. ホワイト精神分析研究所精神分析家。著書：『精神分析的心理
療法の手引き』誠信書房1998年・『レクチャー心理臨床入門』（共著）創元社（大
阪）2005　訳書：『精神分析における未構成の経験　解離から想像力へ』誠信
書房2003など多数。

12:20～13:00

13:00～13:15

13:15～14:45

15:00～15:30

15:30～17:00

シンポジスト

 TEL 082-211-5101   FAX 082-211-5138
入場
無料

お気軽に
ご参加ください。

日　時：2011年6月19日（日）〈13:00～17:00〉
会　場：広島国際大学広島キャンパス 300号室

テーマ：「戦争とテロリズム、心理療法」
　ニューヨーク市立大学教授のストロジャー博士は、歴史学者であると同時に精神分析臨床家でもあ
り、個人や歴史の中のトラウマを研究してきました。本専攻の一丸藤太郎教授は、日本の心理療法を
牽引してきた臨床家で、広島の原爆被害者に対する調査も行ったトラウマ研究の第一人者です。今回
「戦争やテロリズム」が人の心に残す長期的・短期的影響と、それに対する心理療法について、日米
のトラウマ研究の第一人者たちによるシンポジウムを開催します。
　また、折しも東日本大震災において地震という災害によって多くの方が被害を受けました。震災の
トラウマということも含めてともに考え、チャリティーとして参加者の皆様から被災者の方々への義
援金を募る催しとしたいとも考えています。

実践臨床心理学専攻主催
国際シンポジウム
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